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Ｈ１５高専入試

１．

（２）

（１）－３

２７

２＋５×

－
７ ６

２

－２

＋

３

２

＝－９＋５×

× ６＝３

＝３

－２７

３

３

－

－７

＝－９－１３５＝－１４４

７ ６ × ２

２ × ２

３＋２ ３

＋２

＝－２

３

３

＝３ ３－
１４ ３

２
＋２ ３

（３）連立方程式

②× １２

①× ３

２ｘ－３ｙ＝７

ｘ

４
＋
ｙ

６
＝
１

３

３ｘ－２＝４

３ｘ＝６

（ｘ，ｙ）＝（２，－１）

３ｘ＋２ｙ＝４

６ｘ＋４ｙ＝８

６ｘ－９ｙ＝２１

１３ｙ＝－１３

ｙ＝－１

ｘ＝２

・・・・①

・・・・②
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（５）直線ＡＢの傾きが３なので

（２，４ａ）（４，１６ａ）
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２．

（１）

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ４ ０ ４ ５ ６ ７

２ ０ ８ ０ ６ ７ ８

３ ４ ０ １２ ０ ８ ９

４ ５ ６ ０ １６ ０ １０

５ ６ ７ ８ ０ ２０ ０

６ ７ ８ ９ １０ ０ ２４

（６）上：全体の比が等しいので

上：下の比が等しいので ４：２＝ｙ：３

８：１２＝４：４＋ｘ

２ｙ＝１２

ｙ＝６

４８＝３２＋８ｘ

８ｘ＝１６ ｘ＝２

（７） 高さをｈとすると
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２

p ｃｍ３

（８）△ＥＦＧを底面とする三角錐をなすとき

このとき△ＥＦＧ∽△ＩＢＰ

１０：８＝４：ｘ

１０ｘ＝３２ ｘ＝３．２

ねじれの位置になくまじわることになる。
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３．

（２）①

②

ｎ，ｎ＋１

ｍ，ｍ＋１，・・・・ｍ＋（ｍ

・・・ｎ＋（ｎ－１）＝２ｎ－１

ｍ

（ｍ－８）（ｍ＋９）＝０

ｍ＝８

２＋ｍ－７２＝０

２－１）＝７１

ｍ：自然数

（１）９× ７＝ ４＋２）× １０＋１× ３
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４．１辺の長さが４ｃｍのひし形

∠Ａ＝６０°

点Ｐ：Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ

秒速２ｃｍ

点Ｑ：Ａ→Ｄ→Ｃ

秒速１ｃｍ

ｘ秒後の△ＡＰＱの面積をｙｃｍ２ とする。

（２）ｍを左手、ｎを右手

となり、この２数の和はｍ× ｎを表している。

手順③は

立てた指の数は左手が

曲げたままの指の数は

手順②は

１０－ｍ

ｍ－５）＋ ｎ－５） × １０＝１０ｍ＋１０ｎ－１００

１０－ｎ

左手が

右手が

ｍ－５

＝１００－１０ｍ－１０ｎ＋ｍｎ

５－（ｍ－５）＝５－ｍ＋５＝１０－ｍ

５－（ｎ－５）＝５－ｎ＋５＝１０－ｎ

右手が ｎ－５

（１）２点Ｐ，Ｑが出会うのはｘ秒後とすると、

（２）点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき

ｘ＋２ｘ＝１６

３ｘ＝１６

ｘ＝

ｙ＝２ｘ×

１６

３
秒後

３ｘ

２
× １
２
＝

３

２

０≦ｘ≦２

ｘ２
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５．

（３）２点Ｐ，Ｑがともに辺ＣＤ上にあるとき

２ｘ＋ｘ＋１＝１６

３ｘ＝１５

ｘ＝５

最初にｙ＝ ３となる時をｘ秒後とすると

（１）△ＡＥＣ∽△ＡＢＤなることを証明する。

△ＡＥＣと△ＡＢＤにおいて

同じ弧に対する円周角は等しいので

∠ＡＣＥ＝∠ＡＤＢ・・・・・・①

また、仮定から

∠ＡＥＣ＝∠ＡＣＤ・・・・・・②

同じ弧に対する円周角は等しいので

∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＤ・・・・・・③

②③から

∠ＡＥＣ＝∠ＡＢＤ・・・・・・④

したがって①④から２組の角がそれぞれ等しいので

△ＡＥＣ∽△ＡＢＤ



- 8 -

（２）ＡＣ＝１０ｃｍ，ＣＤ＝６ｃｍ，ＡＥ＝５ｃｍのとき、

ＡＢ＝ｘｃｍとすると

△ＡＥＣ∽△ＡＢＤにより、

ＡＥ：ＡＢ＝ＡＣ：ＡＤ

５：ｘ＝１０：ＡＤ

５ＡＤ＝１０ｘ

△ＡＣＤは直角三角形なので

２ｘ

４ｘ

∠ＡＢＣ＝９０° なので

三平方の定理より

△ＡＥＣの面積は

ＡＤ＝２ｘ

ｘ＝４

２＝６４

２＋６２＝１０

ＡＢ＝４ｃｍ

２

ＥＢ＝３ｃｍ

ＢＣ＝２

１

２

△ＡＥＢ，△ＡＢＣは直角三角形である。

×

２１

３＋２ ２１

ｃｍ

× ４＝６＋４ ２１ｃｍ２


